
動
脈
外
国
交
感
紳
絞
切
除
術
ノ
骨
癒
合
－
一
及
、ボ
ス

影
響
－
一
就
テ
ノ
賓
験
的
研
究

京
都
帝
園
大
筆
啓
圃
牢
部
整
形
外
科
教
室
（
伊
藤
教
授
指
導
〉

宇

佐

～

俊

醤

皐

士

J合

緒

論

嘗－プ

Z
2・
氏
ガ
欝
血
ノ
治
療
的
効
果
－
一
一
割
ス

Y
業
蹟
費
表
シ
e

プ
以
来
、
動
脈
性
充
血
二
着
眼
ス
U
Y

所
ア
リ
ア
、
之
レ
／
組
織
再
生
－
一
及
ポ

ス
影
響
曲
一
就
キ
、
質
験
成
績
ヲ
報
告
ス

Y
皐
者
数
多
輩
出
ス
。

而
シ
－
Y
2
2
P
P
E
P－－L
氏
（
一
八
五
一
年
）
ガ
血
管
－
一
封
ス

Y
交
戚
神
経
ノ
分
布
ノ
意
義
ヲ
明
確
－
一
・
ア
セ

Y

－一至

9
eア
、
血
管
運
動
神
経

ノ
切
除
ニ
ヨ
リ
y
e
ア
毛
亦
動
脈
性
充
血
ヲ
惹
起
セ
ジ
メ
得
、
ヨ
レ
ニ
依

2
7来
Y
血
管
蓮
動
紳
鰹
蹴
庫
性
動
脈
充
血
d
p

、
快
損
セ

Y
組
織
／
再
生

－
一
関
係
ア
U
F

ヲ
知
リ
ノ
、
其
ノ
影
響
－
一
就
キ
ア
毛
亦
多
ク
ノ
皐
徒
ノ
賞
験
研
究
ス

Y
所
ト
ナ
レ

9
0

骨
癒
合
－
一
一
割
ス
U
F

之
レ
ガ
影
響
・
一
就
イ
ア
賞
験
的
研
究
7
企
圃
ジ
タ
M

F

A

、

3
2
氏
こ
八
八

O
年
）
ヲ
以
－
ア
鴨
矢
ト
ス
。
卸
チ
氏
A

家
兎

ヲ
使
用
シ
ア
、
ソ
ノ
一
側
ノ
脚
紳
経
及
ピ
坐
骨
神
経
ヲ
一
部
切
除
シ
、
南
側
ノ
後
肢
－
一
人
工
的
皮
下
骨
折
ヲ
施
む
と
プ
、
術
側
ガ
健
常
側
－
一
比
シ

偲
骨
形
成
ヲ
微
弱
ナ
U
F

ヲ
接
表
セ

y
。
究
J

ア

F
5
5
氏
（
一
八
八
二
年
）
A

家
兎
－
一
同
様
ノ
神
経
7
切
除
ノ
後
‘
雨
側
ノ
大
腿
骨
、
膝
骨
或

A

中
間
足
骨
－
一
人
工
的
骨
折
ヲ
加
へ
、
ソ
ノ
般
骨
形
成
ガ
術
側
A

封
帯
側
－
一
比
シ
、
確
賞
－
一
シ
ア
頴
著
ナ
Y
ヲ
報
告
セ

9
0
叉
H

？
で
泊三』』－
Z
2・氏

（
一
八
八
七

l
一
八
八
八
年
）
A

家
兎
ニ
就
キ
同
様
ノ
賓
駿
／
結
果
同
Z
E－
－
口
氏
ト
同

一
ノ
所
見
ヲ
得
タ

9
0
而
h
y
e
プ

F
F
Z
H沖合｝－
3
Liyz－－
hF3
a

⑦
］
ご
氏
等
（
一
八
九
九
年
二
家
兎
ヲ
使
用
h
y

，
ァ
、
一
側
ノ
上
勝
紳
経
叢
ヲ
一
部
切
除
シ
ア
、
雨
側
ノ
尺
骨
－
一
皮
下
骨
折
ヲ
施
シ
比
較
研
究
シ
－
ア
、

其
ノ
骨
癒
合
状
態
ガ
雨
側
間
－
一
差
違
ナ
キ
結
果
ヲ
得
タ
リ
。

然
U
F

－
一
税
近
『
記
号
y
o
一
コ
コ
－
三
石
氏
等
ノ
業
蹟
A

再
ピ
交
感
神
経
由
一
就
キ
注
意
ヲ
喚
起
セ
ジ
メ
、
交
成
神
経
切
除
術
ナ
グ
手
術
方
法
ヲ
事

第
参
品
官

「『
1J.、

著
t.,...; 

字

埜

九
五

〈
第
式
競

九
五
〉



第
4
7
串
官

P『

鹿

著

学

守！

九
J，、

（
第
式
競

九
六
〉

界
ニ
肉
質
表
ジ
ア
以
来
、
諸
縄
疾
患
ノ
拍
癒
機
轄
－
一
密
接
ナ
w
F

闘
係
ア
グ
ヲ
認
メ
ラ
レ
、
動
物
質
験
－
一
勝
タ
叉
臨
床
上
－
一
研
究
ト
熔
用
二
諸
方
面

－
一
一
展
開
セ
ラ
レ
、
漸
衣
ソ
ノ
償
慌
ヲ
認
識
セ
－
7
U戸
、
－
一
至
レ
リ
。

而
ジ
ア
骨
折
治
療
上
－
一
於
ア
モ
、
交
戚
神
経
切
除
術
ノ
適
用
ヲ
試
ム
ル
士
出
ダ
タ
リ
ノ
。
郎
チ

F
＝
ニ
宏
氏
二
九
二
三
年
）
A

左
側
下
腿
部

ノ
骨
折
－
一
一
観
血
的
手
術
ヲ
行
ヒ
、
五
週
間
後
三
，
ギ
プ
ス
」
固
定
鰯
帯
ヲ
施
シ
ア
、
四
週
間
像
ヲ
経
過
セ

Y
毛
治
癒
セ
ザ

yhv
－
一
ヨ
リ
、
同
側
ノ

股
動
脈
外
国
交
戚
神
経
切
除
術
ヲ
行
ヒ
ア
、
六
週
後
－
士
全
治
セ
シ
メ
タ
Y

一
臨
床
例
ヲ
費
表
セ
ソ
。

一C
子宮古一－
2
4
〈
氏
（
一
九
二
四
年
）
A

二
例
ニ
於
ア
二
例
A

比
較
的
好
果
ヲ
得
h
戸

M
F

毛
、
一
例
A

不
結
果
－
一
終
リ
タ
Y

ヲ
報
告
ジ
、

r
E
t－－氏

（
一
九
二
四
年
）
A

、
五
筒
月
ヲ
経
過
シ
－
プ
癒
着
セ
ザ
リ
ノ
シ
下
腿
部
骨
折
患
者
一
一
、
同
側
ノ
股
勤
眠
ニ
『
2
・

5
セ
氏
ノ
手
術
ア
施
セ

Y
毛
淫
－
一

不
成
功
－
一
一
終
日
J

、
該
部
－
一
切
断
術
ヲ
除
義
ナ
ク
サ
レ
タ
u
y

一
例
ヲ
費
表
セ

9
0

叉

5
5
5
氏
（
一
九
二
四
年
三
家
兎
－
一
就
キ
、
血
管
外
国
交
戚
神
経
明
除
術
ガ
、
骨
折
ノ
椴
骨
形
成
－
一
良
好
ナ
Y
影
響
ヲ
及
ポ
ス
質
験

苛
ノ
、
伊
太
利
外
科
串
曾
－
二
報
告
セ
リ
。

以
上
／
文
献
ヲ
通
費
ス
グ
’
－
一
、
交
成
紳
艇
切
除
術
ナ

Y

一
新
手
術
方
法
ヲ
政
事
表
セ
グ
以
前
－
一
一
於
ケ
M
F

先
人
達
ノ
業
蹟
バ

一
、
血
管
交
戚
紳
経
切
除
－
一
ヨ
リ
似
骨
形
成
A

微
弱
ト
ナ
M
F

例

（

F
F
2
2）

一
、
血
管
交
戚
紳
経
切
除
－
一
ヨ
リ
骨
癒
合
ガ
確
賞
－
一
シ
ア
顛
著
ナ
Y
例
（
穴

5
2コ一－
P
｝
Z
E－－ごと
H
）

一
、
血
管
交
戚
神
経
切
除
ガ
般
骨
形
成
－
一
何
等
影
響
ヲ
及
ポ
サ
v
u
y

例
（

M
7
2
2
4
2
2
一｝）
U
5
2
2｝｝F
）

ヲ
得
、
ソ
ノ
異
債
ノ
奈
遜

一一
決
ス

Y

ヤ
ヲ
知
ラ
ズ。

而
ジ
ア
『

E
f－－
f
ロ
コ
コ
己
主
氏
等
以
後
－
一
炉
、
ケ
M
F

報
告
A

主
ト
シ
ア
臨
床
例
ニ
シ
ア
、
動
物
質
験
的
－
一
研
究
セ
w

F

A

濁
リ

F
F
E
E
S
氏
一

人
ニ
過
ギ
ズ
、
ジ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
ソ
ノ
論
ズ

Y
所
又
直
々
ト
ジ
ア
決
ス

Y
所
ヲ
知
ラ
ズ
、
加
プ
M
F

ユ
本
邦
－
一
一
於
ア
コ
レ
ガ
質
験
的
研
究
ノ
費
表

て
余
等
寡
聞
未
グ
之
レ
一
接
uv
得
、
ス
。

依

y
T
以
－
ア
余
等
A

交
感
神
経
剃
出
ノ
比
較
的
容
易
ナ
グ
’犬
ヲ
使
用

γ
、

一
側
ノ
股
動
脈
外
国
交
戚
紳
経
切
除
後
、
両
側
／
後
肢
二
人
工
的



骨
折
ヲ
施
ジ
、
ソ
ノ
癒
合
航
況
ヲ
比
較
精
査
ジ
ア
、

費

駿

一
定
ノ
所
見
ヲ
得
タ
グ
ヲ
以
ア
蕊
－
一
之
レ
ヲ
報
告
セ
ン
ト
ス
。

動

物

寅

駿

方

法

賞
験
動
物
ト
シ
ア
A

比
較
的
若
年
ノ
犬
ヲ
使
用
シ
、
普
通
食
ヲ
以
ア
之
レ
ヲ
飼
育
セ

9
0

賞
験
山
犬
ノ
左
側
後
肢
ヲ
試
験
側
（
術
側
）
ト
ナ
シ
、
之
レ
ュ
動
脈
外
国
交
戚
神
経
切
除
術
ヲ
行
ヒ
、

人
工
的
骨
折
ヲ
加
へ
－
ア
右
側
ヲ
封
稽
側
ト
セ

9
0

手
術
A

之
レ
ヲ
第
一
回
手
術
（
交
戚
紳
経
切
除
術
）
及
ピ
第
二
回
手
術
（
人
工
骨
折
手
術
）
ト
ナ
ジ
、
第
二
回
手
術
A

刷
樹
氏
ノ
貫
験
報
告
ヲ

塞
照
シ
ア
、
第
一
回
手
術
後
南
側
－
一
於
ケ
Y
涜
血
量
ノ
差
ノ
最
モ
顧
著
ナ
Y
、
第
三
日
乃
至
第
四
日
－
一
之

ν
ヲ
施
セ

9
。

嫡
酔
方
法
A

、
手
術
前
鰻
重
一
研
二
ツ
キ
一
%
関
酸
「
モ
M
Y

ヒ
ネ
」
水
溶
液

0
・
五
乃
至
0
・
八
詫
ヲ
皮
下
－
一
注
射
γ
、
約
三
十
分
ヲ
経
ア
斡
キ

「ェ

1
－7
Y
」
全
身
姉
酔
ヲ
行
ヘ
リ
。
而
U
4
6
7
手
術
時
／
手
f

消
毒
法
A

正
規
ノ
酒
精
消
毒
法
－
一
一
慌
レ

9
0 一

定
ノ
期
日
ヲ
経
ア
、
両
側
ノ
後
肢

一一

第
一
回
手
術

試
験
動
物
ヲ
仰
臥
セ
シ
メ
廃
ク
剃
毛
ジ
、
沃
度
丁
幾
ニ
ア
消
毒
セ
Y
左
側

fru－－
2
氏
三
角
野
ヲ
中
心
ト
セ
グ
部
位
－
て
約
八
糎
ノ
皮
膚

切
開
ヲ
股
動
脈
上
ニ
施
U
J

、
該
動
脈
ヲ
露
出
セ
ジ
メ
、

p
z
y
氏
三
角
野
二
一
於
ア
、

C
H
t
z
氏
ノ
術
式
－
一
倣
ヒ
ソ
ノ
外
国
交
戚
神
経
ヲ
約
二

糎－一

一日
一P
切
除
セ

9
。
コ
ノ
際
刷
州
氏
ノ
謂
へ
U
F

如
ク
、
切
除
部
ノ
血
管
A

手
術
中
又
A

手
術
後
直
チ
ニ
横
張
セ
U
Y

ヲ
認
メ
タ

9
0

第
二
回
手
術

骨
折
部
位
A

爾
側
ノ
排
骨
ヲ
遺
ぺ

9
0
賞
験
動
物
ヲ
仰
臥
セ
シ
メ
、
南
側
ノ
酔
骨
側
ヲ
剃
毛
uv
、
沃
度
丁
幾
塗
布
後
酒
精
－
一
ア
清
拭
hv
、此

ノ
部
－
一
従
切
開
ヲ
加
へ
、
前
腔
骨
筋
及
ピ
緋
骨
筋
間
ヲ
鈍
的
－
一
聞
大
ス

ν
バ
、
直
下
－
一
短
腔
骨
筋
露
出
ス
ペ
シ
、
之
レ
ヲ
前
方
－
一
抑
除
セ
シ

メ
、
業
ノ
深
部
－
一
存
ス
白
Y
第
三
勝
背
筋
ヲ
前
筋
同
様
前
方
－
一
索
引
ス
、
而
ジ
ア
議
ヲ
内
側
－
一
位
置
ス
M
F

如
ク
轡
曲
セ
ジ
メ
タ
Y
幅
二
粍
ノ
有
構

消
息
子
ヲ
以
ア
、
排
骨
ノ
全
長
三
日

Y
附
着
セ
M
Y

第
四
勝
背
筋
ヲ
貫
徹
セ
ジ
メ
ァ
、
排
骨
－
一
密
接
uv
之

ν
ヲ
焼
園
セ
シ
ム
、
而
ジ
ア
小
ナ
グ
骨

第
参
品
世

F『
原

著

字

坐

三
九
七

（
第
武
晴
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丸
七
V



第
参
血
管

F『
原

著

学

定k
a邑

九
／、

（
第
式
銭

九
ん
〉

錦
子
品
類
似
セ
Y
銀
線
切
除
器
／
尖
端
ヲ
深
ク
該
消
息
子
ノ
講
中
ニ
挿
入
ジ
、
肱
骨
ヲ
直
角
一
一
切
断
セ

9
。
而
ジ
－
ア
骨
折
部
A

常
－
一
雨
側
共
跡

骨
小
頭
ヨ

y
一
定
ノ
距
離
ヲ
測
定
シ
ア
之
レ
ヲ
定
ム
。
斯
ク
ス
レ
バ
周
園
ノ
血
管
及
ピ
紳
経
ヲ
損
傷
ス
u
y

事
ナ
ク
、
而
モ
相
封
的
－
一完
全
骨
折

ヲ
成
就
シ
得
ペ
ジ
。

排
骨
A

比
較
的
細
小
－
一
シ
ア
、
略
同
駅
況
ユ
骨
折
司
ノ
得
ペ
ク
、
且
吋
ノ
術
後
固
定
繍
帯
ヲ
施
ス
ノ
煩
テ
ク
、
常
時
ト
略
同

一
状
態
ニ

飼
養
ジ
得

U
Y

ノ
便
ア

y
、
之
レ
余
等
ノ
排
骨
ヲ
骨
折
部
位
ト
セ
Y
所
以
ナ
9
。

手
術
創
A

二
層
縫
合
－
一
ヨ

y
確
賞
品
閉
鎖
ジ
、
「
ヨ
ロ
ヂ
ク
ム
」
ヲ
塗
布
ス
。

手
術
後
A

可
及
的
自
由
ユ
運
動
セ
ジ
メ
、
時
々
動
作
及
ピ
替
養
朕
態
ヲ
観
察
セ

y
。

賞
験
動
物
A

骨
折
後
、
二
十
四
時
間
、
三
日
、
五
日
、
六
日
、
八
日
、
十
二
日
、
二
週
、
三
週
．
四
週
、
五
週
及
ピ
十
週
ヲ
経
過
セ
w
y

モ
ノ

各
一
頭
乃
至
一
一
頭
ユ
就
キ
之
レ
ヲ
検
索
セ

9
0
而
シ
47
手
術
創
ノ
化
膿
セ
グ
モ
f

、
及
ピ
枇
宮
養
紋
態
ノ
不
良
ナ
柑
ノ
シ
毛
ノ
A

之
レ
ァ
除
外
シ
、

屠
殺
方
法
A

「
ク
ロ
ロ
ア
オ
M
F

ム
」
吸
入
一
一
ヨ
リ
之
レ
ヲ
遂
行
シ
、
難
死
セ
M
Y

毛
ノ
A

二
十
四
時
間
以
内
－
一
於
－Y
剖
検
後
、
骨
折
部
ノ
肉
眼
的
検

査
ヲ
行
ヒ
‘
必
要
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
A

「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
放
射
線
寓
異
ア
撮
影
シ
、
後
顕
微
鏡
検
査
－
一
供
ス
U
F

タ
メ
ュ
組
織
畢
的
標
本
ヲ
製
作
セ

9
、
郎
チ

一
O

M

W

「
ア
ォ
M
F

？
p
y
」
液
中
二
度
ジ
、
次
J

ア
五
%
硝
酸
水
溶
液
叉
A

五

μ硝
酸
「
フ
ォ
U
Y

マ

y
ン
」
液
ヲ
以
ア
股
灰
U
J

、
五
%
硫
酸
曹
達
水
－
－

ア
股
酸
後
、
「
ツ
エ
ロ
イ
ヂ
ン
」
包
産
法
－
一
ヨ
リ
ノ
切
片
ヲ
製
作
セ

9
。
麓
片
A

主
ト
ジ
ア
「
へ
？
ト
キ
ジ

9
ン
、
エ
オ
ジ
シ
」
重
復
染
色
怯
回
一
ヨ

9
、
繊
維
染
色
－
一
A

ぐ
さ
l
Q
一
也
君
ロ
氏
法
ヲ
用
ヒ
タ

9
0

録

賓

験

記

第
－
例
〈
骨
折
後
二
十
州
時
間
〉
〈
模
本
四
十
三
競
〉
雄
犬
慢
重
一
一
了
九
砥
一
白
紙
ム
、
周
園
ノ
軟
組
織
－
ニ
タ
量
ノ
白
血
球
集
合
ス
、
外
骨
膜
ハ
骨
折
端
ヨ
リ
・
少
シ
ク
隔

第
一
回
手
術
大
正
十
四
年
八
月
内
目
、
第
二
回
手
術
八
月
七
日
、
殺
八
月
八
日
。
一
P
9
ル
部
分
品
於
テ
、
増
殖
セ
ル
歎
暦
ヲ
ナ
シ
精
紡
嶋
崎
叫
帆
ヲ
曇
シ
、
骨
膜
下
骨
皮
質
－
一
銭

肉
眼
的
所
見
、
た
（
術
〉
右
（
費
解
〉
爾
側
f
差
塗
ヲ
認
メ
ズ
、
雨
骨
折
端
ハ
完
全
－
一
分
厳
一
シ
、
一
紡
銭
形
、
図
形
乃
至
鎖
国
形
F
細
胞
著
明
－
ご
増
殖
セ
リ
、
筋
間
緯
締
続
叉
増
稽
シ
血

サ
レ
、
骨
折
部
－
7
少
量
ノ
血
塊
ヲ
認
ム
、
移
動
容
易
－
二
て
ア
周
闘
ノ
軟
組
織
－
ご
ヨ
リ
僅
＝
一
管
ハ
一
般
こ
者
シ
タ
畿
大
シ
且
ツ
血
液
型
富
ナ
リ
。

骨
折
端
ハ
結
合
サ
ル
。

一

右
〈
雪
解
〉
側
、
外
骨
膜
及
骨
膜
下
－
－
於
ケ
ル
細
胞
ハ
品
開
措
唱
団
祖
セ
リ
、
血
管
機
張
贋
者
ナ

組
織
事
的
所
見
、
左
〈
術
〉
側
、
骨
折
部
間
隙
－
－
断
裂
セ
ル
軟
組
議
、
骨
片
及
ピ
凝
血
ヲ
－
予
JZ
、
血
液
ノ
充
満
認
メ
雛
シ
。



第
二
例
〈
骨
折
後
三
日
V

（
標
本
五
十
四
時
蜘
）
催
時
犬
健
重
削
・
六
庖

第
一
回
手
術
九
月
一
一
十
二
日
、
第
二
回
手
術
九
月
二
十
六
日
、
殺
九
月
二
十
九
日
。

一

肉
眼
的
所
見
、
骨
折
部
ハ
左
（
術
〉
右
（
制
調
講
〉
雨
側
共
－
－
骨
J

肥
厚
ヲ
認
メ
ズ
、
移
動
容
一

易
品
シ
テ
リ

ノ

相

逮

不

分

明

。

一

組
織
接
的
所
見
、
左
〈
術
）
側
、
外
骨
膜
ハ
骨
折
端
ヲ
m
m
－
一
隔
り
テ
、
燦
キ
部
分
－
二
回
一日
一

ソ
ノ
細
胞
ハ
金
増
殖
サ
レ
、
紡
鋒
獄
、
陳
情
図
形
乃
至
図
形
ノ
細
胞
ハ
星
稜
サ
レ
、
且
ツ
一

核
ノ
分
裂
ヲ
モ
認
ム
。
内
骨
膜
ハ
又
細
胞
増
殖
サ
レ
、
殊
品
内
皮
細
胞
ノ
暗
唱
積
額
著
－
－
シ
一

テ
、
凶
君
。
『
氏
管
内
ノ
毛
細
管
ノ
内
皮
細
胞
亦
場
績
見
。
骨
髄
股
内
－
－
ハ
銑
＝
一
結
締
織
ノ
一

増
殖
ア
リ
、
外
岡
ノ
筋
間
結
締
織
／
暗
唱
暗
唱
ハ
旺
盛
－
－
シ
テ
、
筋
繊
維
来
ハ
狭
小
サ
レ
懸
粗
一

ト
わ
…
ト
解
説
、
外
骨
膜
及
ピ
内
骨
膜
ノ
細
胞
／
増
号
、
左
（
術
）
側
－
－
比
シ
草
徽
一

二
シ
テ
、
内
骨
膜
及
ピ
回

2
2
氏
管
内
毛
細
胞
ノ
暗
唱
種
ハ
未
ダ
見
ル
一
二
主
ラ
芳
、
外
圏
一

ノ
軟
組
織
ノ
所
見
ハ
左
〈
術
〉
側
ト
略
同
機
ナ

p
o

一

第
三
例
（
骨
折
後
五
日
〉
（
標
本
二
十
九
競
）
級
犬
値
重
二
・
七
延

一

第
一
回
手
術
六
月
二
十
七
日
、
第
二
回
手
術
七
月
一
目
、
死
七
月
六
日
。
一

肉
眼
的
所
見
、
骨
折
部
ハ
左
（
術
）
有
（
費
税
）
爾
側
共
－
二
骨
ρ

肥
厚
セ
ズ
、
移
動
容
易
－－
一

ジ

テ

其

／

差

違

認

メ

雑

シ

。

一

組
織
撃
的
所
見
、
注
〈
術
）
側
、
外
骨
膜
ノ
増
殖
ハ
会
旺
盛
ト
ナ
引
、
脅
・
皮
質
＝
按
ν
類

↑

図
形
乃
至
依
子
形
ノ
血
管
室
セ
ル
細
胞
慾
ハ
殆
ン
ド
逮
捕
概
セ
ル
ヲ
認
ム
。
一

外
骨
膜
ノ
外
悶
－
一
品
目
h

テ
ハ
、
骨
膜
細
胞
及
ビ
結
締
織
細
胞
ノ
増
殖
－
－
伴
ヒ
、
筋
間
ハ
黍

一

緒
／
状
ヲ
嬰
見
、
而
－
J
E
T

つ
L
V

等
増
植
セ
ル
籾
胞
ハ
五
品
混
合
シ
、
一
種
ノ
肉
芽
組
織
ヲ
一

形
成
ス
、
内
骨
膜
及
ビ
コ
5
2・
氏
管
ノ
細
胞
叉
盛
ン
＝
一
帯
植
サ
レ
所
々
－
？
血
管
／
新
生
一

ヲ

切

叫

ム

。

一

右
（
嚇
割
帽
榊
〉
側
、
品
問
皮
質
－
一
按
シ
、
各
積
セ
ル
細
胞
叢
ハ
所
々
品
目
紋
見
兄
ル
ユ
過
ギ
芳
、
一

面
肉
芽
組
織
ハ
儀
品
形
成
セ
ラ
レ
、
内
骨
膜
及
ピ

F
＝
司Z
氏
管
／
細
胞
増
暗
唱
ハ
姥
ン
ナ
ル

一

モ
F

血

管

／

新

生

ハ

未

ゲ

恕

メ

難

シ

。

一

第

阜

ザ
品
世

著

P『

原

－『子

制定
ー官三

第
四
例
（
骨
折
後
・九
日
〉〈
標
本
三
十
冗
競
）
峨
犬
鰻
重
附
・
八
百
勘

第
一
回
手
術
七
月
二
十
日
、
第
二
回
手
術
七
月
二
十
三
日
、
殺
七
月
二
十
八
日
。

肉
眼
的
所
見
、
左
（
術
〉
側
及
ピ
右
（
費
穆
〉
側
ハ
骨
折
部
ハ
肥
厚
セ
て
、
移
動
容
易
＝
シ

テ
其
ノ
差
違
剣
然
セ
ズ
。

組
織
事
的
所
見
、
左
〈
術
〉
側
、
外
骨
膜
下
品
目
皮
賞
品
接
シ
曹
類
図
形
及
室
依
子
形
／
細

胞
睡
眠
ハ
厳
汎－
二
旦
リ
逮
練
セ
ル
ヲ
認
メ
、
核
／
間
接
分
裂
精
旺
盛
ナ
昔
、
外
骨
膜
下
及
ピ

外
園
軟
組
織
／
血
管

戸
憧
明
大
セ
ラ
レ
血
液
型
満
月
。
肉
芽
組
織
ρ

骨
折
端
－
－
廷
。
精
肥
厚

シ
、
ソ
ノ
内
＝
モ
亦
披
張
充
血
セ
ル
血
管
ヲ
認
ム
。
内
骨
膜
／
増
殖
セ
ル
細
胞
ハ
骨
髄
回
腔

－
一
時
唱
精
セ
ル
繊
維
ト
共
－
一
綱
眼
ヲ
形
成
セ
リ
。

有
（
嚇
刻
H
m
）
側
、
品
円
皮
質
－
－
按
シ
暗
唱
植
セ
ル
類
図
形
乃
至
依
子
形
／
細
胞
鍛
ρ

、
殆
ン
ド

連
繍
λ

ル
ユ
止
T
P
核
ノ
間
接
分
裂
ヲ
認
ム
ル

モ
照
著
ナ
ラ
ズ
。
骨
折
端
－
－
近
ク
精
肥

厚
セ

ル
肉
芽
組
織
中
／
血
管
ハ
機
張
充
血
頴
著
ナ
ラ
ズ
、
而
シ
テ
骨
髄
腔
内
／
所
見
ハ
左

（
街
〉
側
ト
略
同
様
ナ
り
。

第
五
例
（
骨
折
後
六
日
）
〈
標
本
三
十
六
時
蜘
）
峰
犬
鰻
重
コ
了
八
砥

第
一
回
手
術
七
月
二
十
日
、
第
一
一問
手
術
七
月
七
十
三
日
、
殺
七
月
二
十
九
日
。

肉
娘
的
所
丸
、
左
（術
〉
側
、
骨
折
部
テ
巾
心
ト
シ
テ
骨
折
端
ハ
健
三
肥
厚
セ
ル
モ
備
僅

－
－
移
動
ス
。

右
（
封
勝
〉
側
、
骨
折
部
ρ

繍
鹿
市
序
セ
ズ
移
動
シ
易
シ
。

組
織
接
的
所
見
、
左
〈
術
〉
側
、
外
骨
膜
下
品
円
皮
質
昌
按
シ
、
星
空
妹
、
類
関
形
乃
至
膨

大
セ
ル
織
図
形
及
依
子
形
ノ
細
胞
滋
ハ
既
＝
顕
著
一
二
槽
積
ス
。
新
タ
ノ
知
キ
造
品
円
細
胞
ハ

内
骨
膜
一
一
於
テ
モ
亦
綴
ン

三
増
殖
ザ
レ
、
ロ
ミ
2
氏
問
日
ヲ
滋
ジ
テ
雨
者
互

一一
相
連
絡
λ

。

白
内
芽
組
微
ノ
暗
唱
硝
モ
旺
盛
一
一
シ
テ

ソ
ノ
厚
サ
ヲ
増
加
シ
、

ツ
ノ

巾
＝

遺
骨
細
胞
ノ
省
大
セ

ル
モ
ノ
店
別
々
－
一
認
ム
。

右
（
桝
割
掴
栴
）
側
、
外
骨
膜
下
骨
皮
質
＝
一
接
シ
町
四
時
メ
担
ル
細
胞
波
中
－
－
、
増
大
セ
ル
類
図
形

乃
至
依
子
形
／
細
胞
ノ
増
殖
ハ
粉
著
明
－
－

v
テ、

内
骨
膜
－
一
於
テ
モ
闘
機
ノ
細
胞
増
殖
セ

ル
部
分
ヲ
認
ム
ル
モ
、
雨
者
猶
相
連
絡
ス
ル
ユ
至
ラ
f

、
肉
芽
組
織
ハ
漸
衣
ソ
ノ
厚
サ
ヲ

九
::IL 

（
第
式
競

－M

’uJ
 

J
ノ
4
ノ



第
参
品
管

F園、

原

字

埜

箸

揖
唱
伽
ス
レ
共
、
ソ
ノ
中
－
ニ
帯
大
セ
ル
遺
骨
細
胞
ハ
俺
－
－

引一川
ム
ル
／
ミ
3

一

第
六
例
（
骨
折
後
入
日
〉
〈
標
本
二
十
六
務
）
峰
犬
偲
重
二
・

八

疋

一

第
一
回
手
術
品
ハ
月
二
十
五
日
、
第
二
回
手
術
穴
月
二
十
九
日
、
死
六
月
七
目
、
－

肉
眼
的
所
見
、
左
（
術
〉
士
制
（
封
務
）
雨
側
共

－－
骨
折
部
戸

時叩
肥
厚
シ
、
可
動
性
ナ

ル
モ
英

一

／
64
泣
不
分
間
関
ナ
リ
。

一

組
織
撃
的
所
見
、
左
（
術
）
側
、
増
積
セ
ル
外
骨
膜
細
胞
並
－
一
一
結
締
織
卵
胞
ヨ

P
ナ
ル
内

一

芽
組
鍛
ρ
雨
端
相
接
シ
紡
鋒
状
ヲ
曇
シ
、
骨
折
都
ヲ
包
関
ス
、
而
シ
テ
骨
髄
腔
内
三
堵
首
相

一

セ
ル
内
骨
膜
／
細
胞
群
ト
開
口
部
品
於
－
7
相
連
絡
ス
ル
－
二
点
p
、
一
部
ρ

骨
折
裂
隊
問
昌

一

浸
入
セ

p
。
而
シ
テ
肉
芽
組
織
内
－
ニ
細
川
誠
ナ
ル
繊
維
組
織
並
－
－
多
数
／
血
管
ヲ
布
シ
、

一

血
管

ハ
一
般
ニ
旗
張
シ
血
液
充
満
ス
、
増
殖
セ
ル
骨
膜
下
－
一

ハ
骨
組
織
新
生
サ
レ
、
多
数
一

／
泣
骨
細
胞
畠
ヨ

P
包
園
サ
ル
、
モ
、
一
部
骨
組
織
問
品
内
皮
細
胞
及
ピ
毛
細
管
ノ
新
生
一

ヲ
認
ム
、
然
レ
共
軟
骨
組
織
ト
シ
テ
認
ム
ベ
キ
所
見
ヲ
得
て
。

（

附

閣

参

照

）

一

布
（
費
解
V
側
、
増
殖
セ
ル
肉
芽
組
織
ハ
骨
折
端
ヲ
包
図
Z

レ
共
、
鎗
骨
折
裂
隙
間
三
役

一

入
セ
ル
部
分
ヲ
認
メ
ズ
、
叉
骨
膜
下
－
一
新
生
骨
組
織
形
成
サ
レ
、
多
数
ノ
遺
骨
細
胞
ハ
之

一

レ
ヲ
包
閤
ス
レ
キ
脅
組
織
閑
－
－
ハ
内
皮
細
胞
及
ピ
毛
細
管
ノ
制
定
ヲ
認
シ
縫
シ
。
（
附
一

間
参
照
〉

徳

七

例

（

骨

折

後

十

二

日

〉

（

標

本

二

十

競

）

雄

犬

空

間

三

冠

一

第
一
回
手
術
さ
月
九
日
、
第
二
図

手

術

六

日
十
三
日
、
死
六
月
二
十
五
日
。

一

肉
眼
的
所
具
、
定
〈
術
〉
側
、
骨
折
部
ハ
輸
々
厳
汎
一
一
一
肥
厚
シ
、
雨
骨
折
端
ハ
移
動
セ

ザ

一

ル
モ
猶
可
動
性
ナ

p
。

右
〈
雪
解
〉
側
、
骨
折
部
ハ
中
心
品
近
キ
部
分
粉
々
肥
厚
セ
ル
モ
、
骨
折
端
川
嶋
位
シ
猶

移
動
容
易
ナ
リ
。

組
織
事
的
所
見
、
左
（
術
〉
側
、
増
埴
セ
ル
外
骨
膜
及
結
締
織
細
胞
ヨ

P
ナ
ル
肉
芽
組
織

ハ
、
骨
折
端
ヲ
包
岡
シ
骨
折
裂
鯨
ヲ
充
満
セ
リ
、
而
シ
テ
ソ
ノ
内
＝
存
ス
ル
逢
骨
細
胞
ハ

盆
々
成
熟
セ
リ
。
骨
髄
腔
内
／
遺
骨
細
胞
ハ
著
シ
ク
靖
国
祖
シ
、
綿
織
ナ
ル
繊
維
組
織
ト
共

四
0
0

（
第
或
時
現

一O
O）

織
ヲ
官
制
シ
、
叉
一
部
骨
組
級
新
生
セ
リ
。
外
骨
膜
下
＝
新
生
サ
レ

タ
ル

骨
組
織
／
骨
狭
間

＝
ρ

、
血
管
及
骨
鯖
細
胞
／
新
生
ヲ
認
ム
。

右
〈
嚇
割
Em）
側
、
肉
芽
組
織

ハ
爾
骨
折
端
ヲ
各
個
皐
謂
－
－
包
聞
ス
レ
英
、
僅
＝
肥
耐
帰
宅
ル

ノ
ミ
－
－

テ
ソ

ノ
雨
端

ハ佐
官
接
セ

ズ
ソ
ノ
問
＝
空
隊
介
在
シ
、
恰
モ
一
端
ヲ
肉
芽
組
織
－
－

テ

包
マ
レ
B

ア
ル
雨
骨
片
方
籾
裁
位
セ
ル
観
ヲ
曇
ス

。
而
シ
テ
各
骨
片
－
－
於
テ
外
品
目
膜
下
ユ
ハ

骨
組
織
新
生
サ

ル
、
モ
、
骨
梁
間
ニ

ハ
骨
髄
細
胞
並
＝
血
管
形
成
僅
－
－

認
ム

ル
／
ミ
－
－

シ

テ
軟
骨
組
織
モ
亦
係
少
＝
存
ス
ル
／
ミ
。

第
八
例

（
骨
折
後
－
一
週
〉
（
標
本
円
十
八
時
勘
）
雌
犬
但
重
＝
一
・
九
百
品

第
一
回
手
術
八
月
十
八
日
、
第
二
聞
手
術
八
月
二
十
一
日
、
殺
九
月
四
日
。

肉
眼
的
所
見
、
左
（
街
）
側
、
骨
折
部
ヲ
中
心

一一
精
療
キ
－
一
亘
P
著
シ
ク
紡
鋒
妹
三
肥
厚

セ
H
、
而
シ
テ
僚

－一
一吋
動
性
ナ
リ
c

右
〈
鵬
割
挺
榊
〉
側
、
骨
折
部
ρ
厳
キ
晶
一
旦
F
肥
厚
ス
レ
疾
精
可
動
性
著

シ。

組
織
率
的
所
見
、
左
〈
術
）
側
、
骨
折
裂
隙
ヲ
充
満
セ
ル
肉
芽
組
織
ハ
、
骨
折
端
ト
大
部

分
品
於
テ
密
接
セ

P
、
外
骨
膜
下
骨
組
絵
J

新
生

ハ
会
旺
盛
昌
シ
テ
、
肉
芽
組
織
中
－
一
認

メ
n
タ
ル
軟
骨
組
織
ノ
大
部
分
ρ

新
生
務
総
様
骨
質
ヲ
宥
ス
。
骨
髄
腔
ハ
鎖
大
骨
レ
、
骨
値

細
胞
多
数
新
生
サ
ル
。
而
シ
テ
破
骨
細
胞
ハ
所
々
－
一
切
で
。

右
（
費
調
帯
〉
側
、
骨
折
裂
隙
ヲ
充
nT
セ
ル
肉
芽
組
織
で
骨
折
米
檎
場
ト
ハ
ナ
ホ
密
接
セ

ズ
ソ
ノ
間
二
億
－
二
MZ
所
／
存
ス
札
阿
部
分
ア

P
テ
血
塊
僅
－
－
介
在
セ
リ
。
外
骨
膜
下
／
骨
組

織
ノ
抑
制
生
ハ
粉
著
明
＝
シ
テ
、
軟
骨
組
織
ハ
相
山雨
量
－
一
認
メ
ラ
レ
、
ソ
／
内
二
海
綿
後
＆
胃

賞
ノ
新
生
セ

ル
モ
ノ
ヲ
宥
ス
。
島
円
筒
腔
モ
亦
鍍
大
サ
ル
、
－
二
主
レ
ル

モ
破
骨
細
胞
J

存
在

僅
A
V
ナ
リ
。

第
九
倒
へ
骨
折
後
三
週
）
〈
標
本
四
十
九
晴
也
雌
犬
踊
阻
蕊
二
・
丸
疋

第
一
聞
手
術
八
月
十
八
日
、
第
二
回
手
術
八
月
二
十
一
日
、
殺
九
月
十
一
日
。

肉
眼
的
所
見
、
左
〈
串
間
〉
布
（
叫
羽
田
晴
〉
雨
側
企
ハ
－
－
骨
折
部
7
中
心
－
－
略
紡
縁
状
こ
肥
厚
シ
完

全
－
－
癒
合
ス
レ
共
、
僅
徴
－
－
可
効
性
ヲ
認
ム
、
而
シ
テ
爾
割
問
昌
一
於
ケ
ル
震
度
／
差
遣
剣
然

9
－フ
ズ。



組
織
菌
学
的
所
見
、
左
（
衡
）
側
、
骨
折
部
－
－
ハ
猶
肉
芽
組
織
介
存
ス
レ
北
ハ
骨
組
縫
新
生
ハ
一

律
促
進
サ
レ
、
雨
骨
折
端
ハ
著
シ
ヶ
経
甥
ス
。
軟
骨
組
織
ハ
殆
Y
V
之
レ
ヲ
認
メ
ズ
、
骨
一

髄
腔
ハ
積
損
大
サ
レ
被
脅
細
胞
ハ
所
々
品
多
数
存
注
ス
。
新
生
骨
組
織
ハ
骨
片
品
開
皮
質
ト
一

骨
性
三
癒
着
シ
、
仮
骨
ノ
表
面
－
－
ρ

骨
膜
／
新
生
7

認

ム

。

（

附

闘

参

照

）

一

＋
相
（
艶
解
）
側
、
雨
骨
折
端
品

ハ
岬州
製
隙
7
認
メ
、
中
間
肉
芽
組
織
ハ
骨
折
端
ト
密
接
セ

ザ
ル
部
分
ア
リ
。
骨
組
織
／
新
生
金
旺
盛
ナ
ル
モ
軟
骨
組
織
ハ
檎
存
在
セ
リ
、

ソ
／
他
ノ

所
見
ハ
左
（
術
）
側
闘
機
ナ
リ
。
（
附
闘
参
照
）

「
レ
ン
ト
ゲ
ン
』
放
射
線
潟
民
所
見
、
左
（
術
V

側
、
骨
折
部
ハ
外
骨
膜
ノ
肥
厚
－
一
ヨ
リ
紡

縛
吠
ヲ
尋
シ
爾
骨
折
端
ハ
若
シ
段
段
セ
H
、
裂
隙
ハ
石
灰
沈
着
セ
ル
仮
骨
陰
影
ヲ
以
4
7
充

満
セ
リ
。

有
（
封
格
）
側
、
骨
折
部
ノ
肥
厚
ハ
左
（
術
）
側
ト
略
同
一
紋
視
ナ
ル
モ
、
末
梢
部
骨
按
端

－
一
延
ク
俄
骨
陰
影
ノ
淡
キ
部
分
ア
リ
テ
、

ソ
ノ
所
骨
折
端
ハ
一
部
槍
平
垣
ナ
リ
。

第
＋
例
（
骨
折
後
四
週
）
（
畑
町
木
十
阿
競
）
雌
犬
怪
童
間
二
二
冠

第
一
間
手
術
六
月
一
目
、
第
二
回
手
術
六
月
例
目
、
殺
七
月
二
日。

肉
眼
的
所
見
、
左
（
術
）
側
、
骨
折
部
ヲ
中
心
－
T
紡
鋭
欣
二
肥
厚
シ
、
完
全
三
総
合
問
者

シ
テ
可
動
性
ナ
ラ
ザ
、
。

右
（
針
椛
）
側
、
骨
折
部
ハ
骨
折
端
ヲ
粉
々
隔
リ
テ
肥
厚
λ

レ
北
ハ
、
骨
折
端
間
部
ハ
帯
状

Z

山
内
ニ
狭
小
セ
ラ
レ
続
徴
－
－
可
動
作
ナ
リ
。

組
織
接
的
所
見
、
左
（
術
〉
側
、
備
品
肉
芽
組
織
7
存
ス
ル
骨
折
端
間
部
ρ

、
ー大
部
分
ハ

軟
骨
組
織
及
ヒ
新
生
骨
組
織
ヲ
以
テ
充
満
サ
ル
、
而
シ
テ
外
骨
膜
下
新
生
骨
組
織
ハ
骨
髄

腔
著
シ
ク
悼
明
大
サ
レ
、
環
状
骨
ソ
ノ
大
部
分
ヲ
占
布
セ
り
。

右
〈
劉
聯
〉
側
、
骨
折
端
間
部
－
一
ハ
績
肉
芽
組
織
存
十
位
シ
、
未
精
端
－
一
ハ
骨
片
骨
続
腔
ト

交
通
Z

ル
部
分
ヲ
認
ム
、
耐
シ
テ
ソ
／
中
心
部
ハ
軟
骨
組
織
y
ノ
大
部
分
ヲ
占
メ
、
新
生

骨
組
織
ハ
儀
カ
ニ
郁
－
ニ
仔
夜
ス
ル
ユ
過
ギ
ズ
、
外
品
H
膜
下
ハ
骨
新
生
旺
盛
ナ
レ
共
、
軟
骨

組
掛
川
モ
存
在
シ
、
骨
髄
股
ハ
友
（
術
）
側
一
一
日
比
シ
狭
小
ナ
り
。

第
＋
－
例
（
骨
折
後
五
週
）
〈
畑
町
本
十
八
幡
苅
〉
雄
火
砲
京
三
・
一
て
疋

柑
舟
由
参
品
管

箸

..... 
ー「

""" t二

F『

原

第
一
同
手
術
六
月
八
日
、
第
二
回
手
術
大
日
十
一
日
、
死
七
月
十
六
日
。

肉
眼
的
所
見
、
左
（
術
〉
側
、
骨
折
部
円
満
僅
－
－
紡
錘
状
－
一
肥
厚
シ
、
可
動
性
ナ
ラ
ガ
園

者
セ

F
。

右
（
針
橿
榊
〉
制
側
、
左
（
街
U

側
－
一
比
シ
柑
肥
厚
ノ
度
大
－
－
シ
ヲ
、
問
看
シ
可
動
性
ナ
ラ
ズ
。

組
織
県
的
所
見
、
左
（
術
）
側
、
骨
折
端
間
部
－
一
ハ
檎
儀
品
肉
芽
組
織
介
在
且
レ
英
、
雨

骨
折
端
／
新
生
骨
組
織
ハ
盆
骨
折
端
間
部
ヲ
狭
窄
セ
シ
ム
、
而
シ
テ
軟
骨
組
織
ハ
僅
－
ニ
仔

在
ス
ル
ノ
ミ
ニ
シ

テ
、
新
生
骨
質
ハ
外
骨
膜
下
新
生
骨
組
織
ト
骨
性
－
二
癒
着
セ
リ
。
外
骨

膜
下
新
生
骨
髄
腔
ハ
精
狭
小
サ
ル
。

右
（
封
濡
）
側
、
骨
折
端
間
部
－
一
ハ
肉
芽
組
織
及
ビ
軟
骨
組
織
ハ
ナ
ホ
相
官
－
一
存
在
シ
、

骨
組
織
ノ
新
生
ハ
左
（
術
）
側
－
一
比
y
者
シ
カ
ラ
ズ

、
外
品
目
膜
下
骨
組
織
／
新
生
ハ
著
明
－
－

シ
テ
骨
髄
腔
ハ
機
大
サ
ル
。

「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
放
射
線
潟
民
所
凡
、
左
（
術
〉
側
、
外
品
円
膜
ハ
機
肥
厚
シ
、
骨
折
裂
隊
－
－

ハ
中
央
部
内
石
灰
沈
着
セ
ル
仮
骨
陰
影
存
在
・て
一
部
末
精
端
－
一
一
移
行
セ
リ
。

右
（
嚇
羽
師
栴
）
側
、
外
骨
膜
ノ
肥
厚
ハ
掛
明
者
明
ユ
シ
テ
、
骨
折
裂
隙
－
一
ハ
俄
骨
陰
影
ハ
僅
－
－

認
ム
ル
＝
過
ギ
芳
、
而
シ
テ
骨
折
端
－一
移
行
セ
ル
部
分
ヲ
官
メ
ガ
。

第
＋
ニ
例
（
骨
折
後
五
週
〉
（
標
本
二
十
四
披
）
峨
犬
惚
重
附
・
六
託

第
一
阿
手
術
六
月
二
十
日
、
第
二
回
手
術
六
月
二
十
三
日
・
殺
七
月
二
十
八
日
。

肉
以
的
所
凡
、
左
（
揖
問
）
右
（
射
精
）
雨
側
北
川
昌

一骨
折
部
ハ
倫
m
M
M
シ
問
者
ス
レ
北
ハ
爾
側
ノ

差
違
剣
別
シ
難
シ
。

組
織
象
的
所
見
、
左
（
術
）
側
、
雨
骨
折
端
ρ

純
位
シ
、
品
H
折
端
間
部
／
肉
芽
組
織
内
強

骨
折
端
ト
容
接
セ
ザ
ル
部
分
ヲ
認
ム
。
肉
芽
組
織
ハ
骨
折
端
間
部
－
一
／
ミ
之
レ
ヲ
認
メ
ラ

レ
、
軟
骨
組
織
亦
介
存
シ
、
骨
組
織
ノ
新
生
ハ
頼
者
ナ
ラ
ズ
、
外
骨
膜
下
新
生
骨
髄
腔
ハ
ナ

ホ
抜
大
サ
ル
。

布
（
桝
到
幅
栴
）
側
、
骨
折
端
間
部
－
－
ρ

肉
芽
組
織
及
ビ
軟
骨
組
織
ハ
ナ
ホ
存
在
七
骨
組
織

ノ
紙
生
内
庇
盛
ナ
ラ
ズ
、
外
骨
膜
下
骨
髄
股
ナ
ホ
綴
大
セ
り
、
耐
シ
テ
一
一
般
畠
ソ
ノ
所
見

ハ
左
（
術
）
側
ノ
モ
ノ
ト
略
同
機
ナ
リ
。

いl
0 

（
舘
加
点
波

一
O
一
）



第
ゑ
J

忠
世

F『

原

急＊
こ主

箸

,,, 
すー

第
＋
＝
一
例
（
骨
折
後
十
週
）
〈
根
本
三
裁
）
雄
犬
開
霊
ムハ・五
延

第
一
回
手
術
五
月
十
三
日
、
第
二
回
手
術
五
月
十
六
日
、
殺
七
月
十
五
日
。

肉
眼
的
所
見
、
定
（
術
）
側
ハ
骨
折
部
ハ
健
二
肥
厚
ヲ
雫
ス
ル
／
ミ
ユ
シ
テ
、
布
〈
勢
調
情
）

側
ρ

ナ
ホ
精
肥
厚
セ
リ
、
而
シ
テ
爾
側
主
ハ
－
一
一
問
者
シ
テ
可
動
性
ナ
ラ
ズ
。

組
織
感
的
所
見
、
だ
（術）
側
、
骨
折
端
間
部
ハ
悦
－一一骨
性－
－
癒
着
セ
b

新
生
骨
質
ヲ
以

テ
充
満
サ
ル
、

而
シ
テ
ソ
／
問
＝
種
々
ナ
ル
方
向
＝
走
ル

2
2
4
2・
氏
管
ヲ
認
ム
。
軟
骨

組
織
ハ
一
・
タ
部
分
－
二
球
メ
ラ
レ
肉
芽
組
織
之
慢
＝
存
在
ス
ル
／
ミ
－
－
シ
テ
、
骨
折
部
ヲ
中

心
ト
シ
テ
新
生
骨
質
－
一
ヨ
リ
傑
z

紡
銭
形
－
一
膨
陵
ス
。
新
生
骨
随
腔
ハ
著
シ
ク
狭
小
サ
ル。

布
（
嚇
割
縛
）
側
、
骨
折
端
間
部
－
－
檎
肉
芽
組
織
及
ピ
軟
骨
組
織
介
在
シ
、
爾
骨
折
端
－－新

綿

括

反

医

者

究

側
0 

（
第
京
競

一O
ニ）

生
セ
ル
骨
組
織
／
骨
性
癒
着
ハ
一
部
二
認
ム
ル
ノ
ミ
、
而
シ
テ
骨
折
部
／
膝
骨
側
－
－
於
テ

修
質
性
織
維
ユ
檎
子
様
凝
周
物
質
ノ
混
ぜ
ル
モ

ノ
』
仔
ス
ル
ヲ
認
ム
、
新
生
骨
髄
腔
ハ
ナ
ホ

僅
＝
抜
大
セ

p
。

「レ

ン
ト
ゲ
ン
」
放
射
線
潟
民
所
見
、
左
〈
術
〉
側
、
骨
折
諸
問
部
一－於
テ
、
石
灰
ノ
沈
着

セ
ル
俄
骨
ノ
陰
影
ρ

浪
厚
－
一
シ
テ
帯
紙
－
一

ソ
／
部
7
充
満
λ

、
而
シ
テ
骨
折
端
ρ

外
骨
膜

橋
市
臨
－
一
一
肥
厚
セ
リ
。
（
附
闘
参
照
〉

右（
制調官柄）
側
、
骨
折
端
間
部
－
一
介
在
セ
ル
右
灰
／
沈
着
セ
ル
仮
骨
陰
影
ρ

、
y
J
中
央

部
ハ
雲
紙
一
－
シ
テ
淡
ク
ナ
ホ
倹
損
部
僅
＝
存
在
セ
P
、
而
シ
テ
骨
折
端
／
肥
厚
ρ

左
（
術
V

側
ユ
比
シ
顕
著
ナ
リ
。（
附
闘
参
照
）

以
上
賓
験
記
録
十
三
例
ヲ
総
括
的
子
観
察
ジ
ア
比
較
考
究
ス

Y

－一

二
）
、
闘
眼
的
所
見

第

一

例

l
第
四
例
（
骨
折
後
二
十
四
時
間

l
五
日
）
ニ
於
ア
ミ
骨
折
都
A

肥
厚
セ
ズ
移
動
容
易
－
一
シ
ア
雨
側
ノ
差
違
不
分
明
ナ

y
。
第
五
例

（
骨
折
後
五
日
）
ニ
於
ア
コ
術
（
左
）
側
A

骨
折
部
僅
－
一
肥
厚
ス

y
z
至
ν

Y
宅
、
劃
稗
（
右
）
側
A

猶
肥
厚
ヲ
認
メ
難
ジ
。

第
六
例
（
骨
折
後
八
日
）
ニ
於
ア
コ
骨
折
都
A

稿
々
肥
厚
ス
レ
共
雨
側
ノ
差
違
A

判
然
セ
ザ

9
キ
。
第
七
例
（
骨
折
後
十
二
日
）
－
一
一
於
－
プ
A

、

術
（
左
）
側
A

骨
折
都
A

肥
厚
ジ
移
動
セ
ズ
、

Y
／
癒
着
ヲ
認
メ
得
w
F

毛
、
劃
溝
（
右
）
側
A

猶
僅
－
一
肥
厚
ス
U
F

－一
一
週
ギ
ズ
、
且
ツ
容
易
－
一
移
動
シ

ア
癒
着
ヲ
認
メ
難
hv
。
第
八
例
（
骨
折
後
二
週
）
ユ
於
ア
A

、
骨
折
部
A

紡
錘
朕
－
－
著
明
－
一
肥
厚
ジ
、
術
〈
左
）
側
ハ
調
講
（
右
）
側
－
一
比
ジ
肥
厚
ノ

程
度
大
－
一
シ
ア
、
術
（
左
）
側
ハ
僅
ニ
可
動
性
ナ
M
Y

－
一
、
封
稀
（
右
）
側
A

ナ
ホ
明
ニ
可
動
性
ヲ
示
セ

9
0

第
九
例
（
骨
折
後
二
週
）
二
一
於
ア
ハ
、
骨
折
部
川
完
全
－
一
癒
合
ジ
ナ
ホ
僅
ユ
可
動
性
ナ
M
F

宅
、
南
側
ノ
差

違
明
確
ナ
ラ
ズ
。
第
十
例
（骨
折
後

四
週
〉
ユ
於
ア
ハ
、
術
（
左
）
側
A

骨
折
部
A

猶
紡
錘
紙

一一
肥
厚
ヲ
呈
シ
、
間
着
ジ
ア
可
動
性
ナ
ラ
ザ
u
y

－
一
、
劉
稽
（
布
）
側
A

僅

－一
可
動
性
ア

示

γ
、
骨
折
部
川
帯
賦
ニ
稲
狭
小
ト
ナ

ν
p
。
第
十
－
倒
（
骨
折
後
五
遡
で
一
一
於
－
プ
A

、
両
側
共
－
－
固
着
シ
可
動
性
ナ
ラ
ザ
Y

号
、
術
（
左
）
側



－一比
hv
封
都
（
右
）
側
A

骨
折
部
ノ
肥
厚
ノ
度
著
ジ
。
第
十
二
例
（
骨
折
後
五
週
）
－
一
於
ア
コ
一
雨
側
ノ
相
違
劃
然
タ
ラ
ズ
。

第
十
三
例
（
骨
折
後
十
遡
）
二
一
於
4

プ
A

、
術
（
左
）
側
A

殆
ン
ド
骨
折
部
－
一
肥
厚
ヲ
認
メ
難
キ
毛
、
調
講
（
右
側
－
一於
a

プ
A

猶
僅

－一
肥
厚
ヲ
獲
セ

惜

y

。賞
験
例
中
第
一
例

l
第
四
例
、
第
六
例
、
第
九
例
及
ピ
第
十
二
例
ノ
七
例
－
一
一
於
ア
コ
ソ
／
肉
眼
的
所
見
A

南
側
ノ
相
違
A

判
然
し
V

難
キ

モ
、
第
五
例
、
第
七
例
、
第
八
例
、
第
十
例
、
第
十
一
例
及
ピ
第
十
三
例
ノ
六
例
ユ
炉
、
－
7

A

、
術
（
左
）
側
A

封
稗
（
右
）
側
ュ
比
ジ
骨
癒
合
状
況

ノ
増
進
セ
M

F

7

認
メ
得
－
プ
U
F

、ナ
9
0

（
二
）
、
「
レ
ン
ト
．
ケ
ン
」
放
射
線
寓
異
所
見

第
九
例
（
骨
折
後
三
週
）
ユ
於
ア
て
術
（
左
）
側
A

骨
折
端
嵯
躍
ジ
、
骨
折
端
間
部
A

石
灰
ヲ
沈
着
セ
w
y

般
骨
陰
影
ヲ
以
－
ア
充
満
ス
U
F

毛
、
針

蒋
（
右
）
側
A

Y

ノ
末
梢
端
A

中
央
－
一近
キ
部
分
A

猶
卒
垣
一
一

veア
般
骨
陰
影
焼
損
セ

9
0
第
十
－
例
（
骨
折
後
五
遇
二
一
於
’
プ
A

、
骨
折
裂
隙
A

中
央
部
A

般
骨
陰
影
存
在
uv
、
一
部
骨
折
末
梢
端
ユ
移
行
シ
ソ
ノ
境
界
不
明
ト
ナ
レ
Y

モ
、
調
講
（
右
）
側

二
偲
骨
ノ
陰
影
A

僅
ユ
之
レ
ヲ
訟

メ
、
骨
折
端
－
一
移
行
セ
Y
部
分
ア
認
メ
ズ
。
第
＋
－
－
一
例
（
骨
折
後
十
週
）
－
一
於
ア
A

、
術
（
左）
側
二
濃
厚
ナ
Y
般
骨
陰
影
A

骨
折
端
間
部
－
一
帯

状
エ
充
満
ジ
、
骨
折
端
A

僅
－
一
肥
厚
ス
レ
共
、
封
稿
（
右
）
側
二
骸
骨
ノ
陰
影
A

ソ
ノ
中
央
部
A

雲
朕
ヲ
呈
ジ
ア
淡
ク
焼
損
部
在
シ
、
骨
折
端

A

猶
ホ
肥
厚
ヲ
認
ム
。
（
附
岡
市
整
一
照
）

以
上
ノ
三
例
ノ
般
骨
陰
影
ノ
斌
態
A

、
術
（
左
）
側
ガ
封
稗
（
右
）
側
－
一
比
ジ
4

ア
石
灰
ノ
沈
着
顕
著
－
一
シ
ア
、
又
化
骨
作
用
ノ
促
進
セ
ル
コ
ト
ア

示
ス
毛
F

ナ
9
0

（
一
ニ
）
、
組
織
畢
的
所
見

第
－
例
（
骨
折
後
二
十
四
時
間
て
一
於
ア
て
術
（
左
）
側
A

外
骨
膜
、
骨
膜
下
ノ
細
胞
及
ピ
筋
間
結
締
織
細
胞
A

盛
シ
ニ
増
姐
ジ
、
血
管
A

一
般

－
一
著
ジ
ク
横
大
サ
レ
血
液
也
尋
問
ナ
Y

毛
、
封
稀
（
右
）
側
A

此
等
諸
細
胞
／
増
殖
A

旺
盛
ナ
ラ
ズ
、
又
充
血
モ
頴
著
ナ
ラ
ズ
。
第
二
例
（
骨
折
後

三
日
て
一
於
ア
A

、
術
（
左
）
側
ノ
外
骨
膜
A

骨
折
端
ヲ
僅
－
一
隔
？
ア
庚
キ
部
分
－
一

民
y
、

y
ノ
細
胞
A

盆
増
績
回畳
積
サ
レ
、
核
ノ
間
接
分
裂

第
参
4
t

F『

原

著、d

｛予

埜

凶

O
三

（
第
式
競

一O
一一一〉



借
用
多
血
管

F『

原

善
、」

字

治＂＇
＝邑

凶

O
附

（
第
戒
務

一O
閥
〉

ヲ
モ
認
メ
ラ
レ
、
内
岡
山
円
膜
－
一
一
於
－
ア
モ
既
－
一
細
胞
殊
？
内
皮
細
施
A

盛
ン
ユ
一
増
殖
サ
レ
、
且
ツ
ニ
三
⑦
「
氏
管
内
皮
細
胞
亦
増
殖
分
岐
ジ
血
管
新

生
ノ
徴
明
ナ

9
、
外
国
－
一
於
－
ア
モ
筋
繊
維
束
ガ
狭
小
器
粗
ノ
像
ヲ
呈
ス

Y
迄
－
一
筋
間
結
締
織
A

増
殖
セ

Y

毛
、
封
溝
（
右
）
側
－
一
一
於
4

プ
A

、
外
骨

膜
及
ピ
内
骨
膜
－
一
於
ケ
M
F

諸
細
胞
増
殖
ノ
程
度
A

術（
左
）
側

－
一
比
シ
梢
軽
微
ユ
ジ
ア
、
殊
－
士
山円
髄
腔
内
乃
至

二
三
O
『
氏
管
内
ノ
血
管
新
生
ノ

徴
A

未
グ
認
ム
グ
四
一
至
ラ
ズ
。
第
三
例
（
骨
折
後
五
日
）
品
於
－
ア
て
術
（
左
）
側
A

外
骨
膜
下
骨
皮
質
－
一
接
シ
、
類
聞
形
乃
至
般
子
形
ノ
畠
績
セ

グ
遺
骨
細
胞
叢
A

殆
ン
ド
漣
績
ス
U
F

ヲ
認
メ
ラ
レ
、
骨
膜
細
胞
及
ピ
外
国
ノ
結
締
織
性
細
胞
ノ
増
殖
－
一
件
ヒ
、
筋
繊
維
束
A

萎
縮
ノ
朕
ヲ
呈

uv
、
ヨ
レ
等
ノ
細
胞
A

互
－
一
相
混
ジ
一
種
ノ
肉
芽
組
織
ヲ
形
成
ス

Y

－
一
至
リ
、
骨
髄
路
並

－一

］『

2
5・
氏
管
内
ユ
A

血
管
A

新
生
サ

v
著
ジ
グ

構
大
hv
血
液
豊
富
ナ
Y

毛
、
封
稀
（
右
）
側
A

骨
皮
質
－
一
接
ジ
認
メ
ラ
U

F

Y

遺
骨
細
胞
叢
A

散
見
ス
U
F

－一止

7
y
、
肉
芽
組
織
ノ
形
成
僅
少
ニ

ジ
ァ
、
骨
髄
腔
並
－
一

F
5
・
氏
管
内
ノ
血
管
新
生
A

認
メ
難
uv
。
第
四
例
（
骨
折
後
五
日
）
ユ
一
於
ア
二
術
（
左
）
側
A

第
三
例
－
一一
部
メ
ラ

レ
タ

y
遺
骨
細
胞
群
A

骨
皮
質
－
一
接
シ
蓮
績
的
品
一
増
殖
シ
、
外
骨
膜
下
及
ピ
周
園
軟
組
織
内
ノ
血
管
A

一一般

ニ
充
血
頴
著
ユ
ジ
ア
、
肉
芽
組
織
A

骨

折
端
三
近
ク
肥
厚
U
J

、
ソ
ノ
内
＝
モ
充
血
セ
グ
血
管
ヲ
認
メ
ラ

レ
、
内
骨
膜
ュ
盛
ン
ェ
増
殖
セ
U
F

細
胞
え
骨
髄
修
内
ユ
増
殖
セ
Y
結
締
織
ト

共
－
二
制
限
ヲ
形
成
セ
リ
、
而
ジ
－
ア
封
稀
（
右
）
側
A

遺
骨
細
胞
群
A

ナ
ホ
所
ャ
ュ
散
見
ス
M
F

－一
遁
ギ
ズ
、
肉
芽
組
織
A

骨
折
端
－
一
僅
－
一
肥
厚
ス

Y

ノ
ミ
ニ
ジ
ァ
、
血
管
充
血
A

術
（
左
）
側
ノ
如
ク
著
シ
カ
ラ
ズ
。

第
五
例
（
骨
折
後
六
目
玉
於
ア
A

、
外
骨
膜
下
ノ
遺
骨
細
胞
ノ
増
殖
A

盆
眠
盛
z
u
V
4
7
、
内
骨
膜
－
一
一
既
ユ
増
殖
セ
M
F

造
骨
細
胞
ト
骨
髄
腔

乃
至
同
ミ
貧
民
管
ヲ
通
ジ
相
蓮
絡
hv
、
ソ
ノ
問

－一
一
繊
維
ヲ
混
ジ
肉
芽
組
織
ヲ
形
成
ス
、

骨
折
端
〆
肉
芽
組
織
内
二
A

膨
大
セ
Y
造
骨
細
胞
ノ

増
殖
精
著
ジ
ク
、
相
到
都
（
右
）
側
A

外
骨
膜
下
及
ピ
内
骨
膜
－
一
一
於
ケ
U
F

遺
骨
細
胞
／
増
殖
A

、
術
（
左
）
側
－
一
比
ジ
猶
帥
特
徴
－
一
シ
ア
、
雨
者
間
ニ
肉

芽
組
織
ノ
相
連
絡
ス
M
F

ヲ
認
メ
得
ズ
、
骨
折
端
ノ
肉
芽
組
織
中
遺
骨
細
胞
ノ
膨
大
セ
グ
モ
ノ
僅
－
一
認
ム
グ
ノ
ミ
。
第
六
例
（
骨
折
後
八
日
）
－
一
一
於

ア
ハ
、
術
（
左
）
側
A

雨
骨
折
端
ノ
肉
芽
組
織
A

互
ニ
相
癒
合
uv
、
骨
折
端
ヲ
紡
錘
状
－
一
包
閤
ス
、
而
ジ
ア

一
部
A

骨
折
裂
隙
内
二
度
入
ジ
骨
髄

睦
内
ノ
肉
芽
組
織
ト
関
口
部
－
一
一
於
ア
蓮
絡
ス
、
而
シ
ア
骨
折
端
ヲ
隔
9
外
骨
膜
下
－
二
骨
組
織
新
生
サ
レ
、

骨
組
織
縁
A

遺
骨
細
胞
並
列
シ
、

骨
組
織
間

』二
内
皮
細
胞
及
ピ
毛
細
管
ノ
新
生
セ
M
F

モ
ノ
ヲ
認
ム
U
Y

モ
、
封
稀
（
右
）
側
ユ
於
47

A

骨
折
端
7
包
闇
セ
グ
肉
芽
組
織
A

未
ダ
骨
折



裂
原
内
二
度
入
ス
w
F

－
一
至
ラ
ズ
、
新
生
骨
組
織
間
－
二
内
皮
細
胞
乃
至
毛
細
管
ノ
新
生
ヲ
認
メ
難
uv
。
（
附
闘
塞
照
）
第
七
例
（
骨
折
後
十
二

日
）
品
於
ア
コ
術
（
左
）
側
A

骨
折
端
精
輔
位
ス
レ
共
、
増
殖
セ
w
F

肉
芽
組
織
A

骨
折
間
際
ヲ
充
填
hv
、
骨
髄
路
内
ノ
肉
芽
組
織
ト
著
シ
ク

交
通
ス
、
新
生
骨
提
間
ユ
A

骨
髄
細
胞
及
ピ
血
管
A

新
生
サ
レ
、
骨
折
端
－
一
近
ク
破
骨
細
胞
著
明
ニ
謡
ム
w
y

毛
、
費
稀
（
右
）
側
－
『
一
於
ア
ミ
肉

芽
組
織
A

各
骨
折
端
ヲ
別
個
－
一
包
園
hv
、
南
端
A

互
ュ
癒
合
ス
M
F

ュ
至
タ
ズ
ナ
ホ
窓
際
介
在
シ
、
恰
毛
各
骨
片
ガ

y
ノ
一
端
ヲ
肉
芽
組
織
－
一
包

守

ν
相
封
位
ス
y
d
N

如
ク
、
而
ジ
ア
外
骨
膜
下
－
一
A

骨
組
織
A

新
生
サ
レ
、
骨
梁
間

｝一
A

骨
髄
細
胞
及
ピ
毛
細
管
ノ
新
生
ヲ
認
ム
U
Y

毛
、
術

（
左
）
側
－
一
比
ジ
甚
ダ
軽
微
－
－

v
－
ア
一
部
－
一
軟
骨
組
織
ヲ
僅
－
一
一
部
ム
。

第
八
例
（
骨
折
後
二
週
）
ニ
於
ア
七
術
（
左
）
側
A

骨
折
端
間
部
ヲ
充
満
セ
Y
肉
芽
組
織
三
大
部
分
－
一
一
於
ア
骨
折
端
ト
密
接
ス
、
外
骨
膜
下

ノ
骨
組
織
ノ
新
生
A

叉
旺
盛
田
一
ジ
ア
、
軟
骨
組
織
ノ
大
部
分
A

新
生
海
綿
様
骨
質
ヲ
有
シ
、
骨
髄
膝
内
ニ
A

破
骨
細
胞
A

所
々
－
一
存
ス
グ
’
毛、

費
稀
（
右
）
側
－
一
一
於
－
プ
A

、
骨
折
末
梢
端
A

中
間
肉
芽
組
織
ト
密
接
セ
ズ
ソ
ノ
閑
a
空
隙
存
ス
、
軟
骨
組
織
A

術
（
左
）
側
－
一
比
ジ
大
量
－
一
シ
－
ア
、

新
生
海
綿
様
骨
質
ノ
有
セ

Y
部
分
僅
－
一
シ
ア
、
骨
髄
膝
内
ユ
オ
ケ
U
F

破
骨
細
胞
叉
少
γ
。

第
九
例
（
骨
折
後
三
週
て
一
一
於
ア
コ
術
（
左
）
側
A

中
間
般
骨
ノ
形
成
瀬
著
－
一
ジ
テ
、
両
骨
折
端
A

著
ジ
ク
嵯
躍
シ
、
軟
骨
組
織
A

殆
ン
ド
訟
メ

ズ
、
破
骨
細
胞
A

所
々
ニ
存
在
hv
、
新
生
骨
質
A

骨
片
骨
皮
質
ト
骨
性
－
一
一
癒
合
ジ
、
俄
骨
表
面
＝
A

ス
デ
ニ
骨
膜
新
生
サ
M

F

Y

号
、
封
稀
（
右
）
側

－
二
新
生
骨
質
A

骨
片
骨
皮
質
ト
骨
性
－
一
癒
合
シ
、
般
骨
表
面
－
一
A

骨
膜
新
生
ス
レ
共
、
骨
折
端
－
一
A

倫
氷
室
隙
ノ
有
ス

Y

部
分
ヲ
認
メ
ヌ

ν
、
軟
骨
組
織
A

猶
相
営
ニ
存
在
セ
リ
。
（
附
闘
委
照
）
第
十
例
（
骨
折
後
四
週
）
ユ
於
ア
コ
術
（
左
）
側
A

骨
折
端
間
部
A

肉
芽
組
織
僅
－
一
存

在
ス

Y
ノ
ミ
ユ
シ
ア
、
大
部
分
A

軟
骨
組
織
及
ピ
新
生
骨
組
織
ナ
9
、
而
シ
ア
外
骨
膜
下
ノ
骨
質
骨
髄
腔
／
憐
大
A

著
明
ナ

Y
宅
、
封
蒋
（
右
）
側

A

骨
折
端
間
部
＝
向
ホ
相
営
ュ
肉
芽
組
織
介
在
シ
、
中
心
部
川
軟
骨
組
織
大
部
分
ヲ
占
メ
新
生
骨
組
織
A

僅
少
ナ
9
、
而
ジ
ア
外
骨
下
－
一
新
生

サ
ν
タ
U
F

骨
組
織
ノ
骨
髄
賂
A

術
（
左
）
側
二
比
ジ
猶
狭
小
ナ

9
0

第
十
－
例
（
骨
折
後
五
週
）
－
一
一
炉
、
－
7

A

、
術
（
左
）
側
A

中
間
般
骨
－
一
向
ホ
僅
－
一
肉
芽
組
織
介
在
ジ
、
新
生
骨
組
織
大
部
分
－
一
ジ
ア
、
軟
骨
組
織

叉
僅
ナ
9
、
外
骨
膜
下
品
於
－
プ
毛
亦
僅
ノ
軟
骨
組
織
存
在
ジ
、
骨
髄
腔
A

稿
撰
大
サ
M
Y

レ
共
、
封
稀
（
右
ず
側
三
中
間
般
骨
－
一
肉
芽
組
織
及

信
市
多
血
官

【
原
著
】

字

埜
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O
五

〈
第
式
競
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五〉



借
帰
参
畠
官

F『

原

書
‘4 

字

埜

四
O
大

（
第
京
裁

一O
大
〉

軟
骨
組
織
A

相
官
－
一
介
在
シ
、
外
骨
膜
下
－
一
於
ア
毛
向
ホ
軟
骨
組
織
ヲ
認
ム
、
而
わ
て
ア
新
生
骨
髄
睦
A

著
ジ
ク
繍
張
サ
u
y

。

第
十
二
例
（
骨
折
後
五
週
）
二
一
於
－
ア
コ
術
（
左
）
側
A

中
間
鍛
骨
－
一
肉
芽
組
織
一
部
介
在
ジ
、
軟
骨
組
織
及
ピ
新
生
骨
組
織
ノ
費
生
ノ
度
七

第
九
例
（
骨
折
後
三
週
）
ノ
術
（
左
）
側
ト
略
同
様
－
一
シ
ア
、
劃
稽
（
右
）
側
－
一
於
’
プ
毛
仮
骨
費
生
ノ
度
A

術
（
左
）
側
ト
同
様
ノ
所
見
ヲ
得
b
y
F
。
第

＋
－
－
一
例
（
骨
折
後
十
遡
）
ユ
一
於
ア
A

、
術
（
左
）
側
A

雨
骨
折
端
A

蹴
ェ
骨
性
－
一
－
癒
着
シ
、
中
間
仮
骨
A

種
々
ナ
U
F

方
向
－
一
走
U

F

E

E

d

－a

氏
管
ヲ

有
セ

Y
新
生
骨
質
ヲ
以
－
ア
大
部
分
ァ
克
服
ハシ、

一
小
部
分
－
一
軟
骨
組
織
ヲ
有
ジ
、
極
僅
エ
肉
芽
組
織
ヲ
認
ム
、
而
ジ
ア
新
生
骨
髄
膝
ノ
狭
窄
A

顕
著
ナ
M
F

宅
、
封
溝
（
右
）
側
二
骨
折
端
－
一
オ
ケ
Y

骨
性
癒
着
A

一
部
二
部
メ
ラ
グ
、
－
ご
過
ギ
ズ
、
猶
肉
芽
組
織
及
ピ
軟
骨
組
織
ヲ
以
ア
骨
折

端
間
部
ノ
大
部
分
ヲ
充
填
ス
、
而
シ
テ
新
生
骨
髄
睦
A

猶
僅
－
一
慌
大
セ
リ
。

以
上
十
三
例
中
最
初
ノ
七
例
（
第
一
例
｜
第
七
例
て
一
於
ア
A

、
術
（
左
）
側
A

封
稽
（
右
）
側
－
一
比
シ
常
－
一
毛
細
管
新
生
A

促
進
サ
レ
充
血
A

一
一
般
三
期
著
ナ
リ
、
而
U

J

e

ア
後
者
ノ
事
質
A

股
動
脈
外
国
交
戚
神
経
切
除
後
－
一
オ
ケ
U
F

流
血
量
ノ
増
加
ヲ
数
量
的
－
一
賓
験
セ
シ
、
小
林
氏
ノ
業

蹟
ノ
組
織
皐
的
賓
読
－
－
値
ス
グ
ガ
如
キ
観
ア

9
0

第
七
例
二
一
於
ア
、
封
稀
（
右
）
側
A

、
雨
骨
折
端
A

肉
芽
組
織
ガ
各
別
個
－
一
包
園
サ
レ
両
者
－
一
間
際
介
在
uv
癒
合
セ
ザ
U

二
、
新
ノ
骨
折
端
ガ

各
個
箪
濁
－
一
般
痕
ヲ
形
成
ス
W
F

－
一
因
リ
ア
費
生
ス
W
F

般
閥
節
ノ
所
見
ヲ
呈
セ
リ
、
然

ν
共
本
例
ノ
如
キ
A

骨
折
後
僅
々
十
二
日
ヲ
経
過
セ
M
F

－一

週
ギ
ズ
ジ
ア
、
姻
剛
氏
ノ
遮
プ
Y
如
ク
、
仮
閥
節
A

長
時
日
ヲ
経
過
ス
M
F

モ
雨
骨
折
端
ガ
猶
骨
性
癒
着
ヲ
管
？
ザ
w
F

場
合
－
一
ア
ラ
ザ
レ
バ
之

ν
ヲ
擁
定
ス
U
F

ヲ
得
ズ
、
或
A

E

ロ民
主｝
氏
ノ
所
謂
軍
－
一
般
骨
形
成
ノ
瀧
滞
ナ
9
ヤ
否
ヤ
A

不
明
ナ
グ
号
、
以
上
ノ
所
見
A

侵
閥
節
ヲ
想
像
セ

ジ
ム
M
F

－
一
充
分
ナ
M
F

ペ
シ
、
然
レ
共
主
（
ノ
術
（
左
）
側
－
一
一
於
4
7
A
正
常
－
一
般
骨
ノ
形
成
セ
Y
所
見
ヲ
得
タ

y
。

骨
折
後
五
遡
耳
ノ
鰹
タ
w
F

第
十
二
例
ユ
一
於
e

y

A

、
三
週
ヲ
鰹
タ
U
F

第
九
例
ト
路
同
様
ノ
所
見
ヲ
得
一
般
－
一
骨
癒
合
機
轄
A

遅
滞
セ
リ
、
而
モ
術

（
左
）
側
並
－
一
封
溝
（
右
）
側
ノ
間
－
一
ソ
ノ
相
違
判
然
セ
ザ
リ
キ
。

第
一
例
ヨ
リ
第
六
例
ニ
至
Y
ム
ハ
例
A

、
術
（
左
）
側
A

劃
稀
（
右
）
側
ニ
比
シ
細
胞
ノ
新
生
増
殖
A

常
－
二
期
著
－
一
ジ
ア
旺
盛
ナ
リ
、
而
シ
a

ア
第
八

例
1
第
十
－
例
及
第
十
三
例
ノ
五
例
ユ
於
，
Y

A

、
術
（
左
〉
側
A

封
稗
（
右
〉
側
a

－
比
シ
組
織
再
生
及
ピ
隈
骨
ノ
般
況
A

確
貫
－
一
増
進
セ

9
。



骨
折
－
一
一
於
ケ
Y
骨
再
生
機
轄
川
、
血
液
ノ
豊
富
及
ピ
遺
骨
細
胞
ノ
替
養
補
給
ノ
多
寡

－一
－
密
接
ナ
Y
闘
係
ア
Y

A

他
ノ
組
織
－
一
於
ケ
Y

ト
同

様
ナ
9
0

Ht一
三
会
氏
（
一
九
二
三
年
）
A

管
蹴
骨
骨
折
－
一
一
於
ケ

Y
骨
再
生
ノ
径
路
ヲ
検
索
シ
ア
、
血
管
ノ
存
在
ガ
骨
折
癒
合
－
一
如
何
ユ
良
好
ナ
Y
影
響

ヲ
及
ポ
ス
カ
ヲ
貫
験
シ
ソ
ノ
結
論
－
一
日
夕

出国

N
Z
V酔

Lロ
g
r
E
d
m
w
r
u
E
H
o
r
H
H
S
F
O
E－在
吹

mwZ425Z25・2
h一
士
宮

p
g
c
『
乙
宏
司

sbhwロ
丘
住
民
主
α
三
E
w
m
zロ
L
g
H
aロ
Epmmmu
－－dZL
¢
F
L
r
円四

s

c
o
p明白書∞
S
E
E－
。
昌
広
田
0
2
2
F－r
p
E
Z出
向

＝

E
ズ
2
7
t
c
g昨日乙
ユ
民

woF
a
o
Z
S
H
L
P］
］
丹
仏
富
山

U
E
E
出
LaoMHOH伊
丹
目
。

E
M
v
g
E
o
s－

而
シ
－
プ
充
血
ノ
存
在
ノ
元
－
二
局
所
／
総
－
7
ノ
機
能
A

増
進
セ
ラ
レ
、
以
a

プ
自
然
ノ
常
規
－
一
依
9
、
再
生
者
育
ヲ
旺
盛
ナ
ラ
ジ
ム
M

Y

A

先
人

達
ノ
多
数
ノ
賓
験
－
一
ヨ

9
周
知
ノ
事
賓
ナ

9
0

余
等
賞
験
セ

Y
十
三
例
中
十
一
例
ェ
於
ア
、
術
（
左
）
側
ガ
艶
穣
（
右
）
側
ユ
比
シ
ア
骨
癒
合
ガ
顛
著
F

一
シ
ア
速
カ
ナ
M

F

A

、
股
動
脈
外
国
交
戚

神
経
切
除
－
一
ヨ
リ
ノ
其
ノ
配
下
ノ
血
管
－
一
撰
張
ヲ
来
ジ
、
依
η
ノ
ア
惹
起
ス
U
F

充
血
ノ
結
果
、
骨
折
部
ノ
骨
再
生
機
能
－
一
良
好
ナ
U
F

影
響
ヲ
賦
典
ス

M
F

ニ
ヨ

Y

宅
ノ
ナ
Y
可
シ
。

器
棚

余
等
比
較
的
若
年
ノ
犬
十
三
頭
ヲ
使
用
ジ
ア
、
左
側
ノ
股
動
脈
外
国
交
感
神
経
切
除
術
ヲ
行
ヒ
二
定
期
日
ノ
後
雨
後
肢
－
一
人
工
的
骨
折
ア

施
シ
ア
、
業
ノ
骨
癒
合
朕
況
ヲ
比
較
研
究
シ
ア
衣
ノ
結
論
ヲ
得
タ

9
0

一
、
六
例
ニ
一
於
－
7
3
A

、
術
側
A

劃
務
側
－
一
比
ジ
ア
常
－
一
造
骨
細
胞
ノ
増
殖
及
ピ
特
ユ
血
管
ノ
新
生
蹟
張
並
－
一
充
血
顕
著
ナ

9
0

一
一
、
五
例
二
一
於
－
ア
、
術
側
A

調
帯
側
－
一
比
シ
骨
組
織
再
生
A

確
賓
－
一
増
進
セ

y
。

一
例
＝
於
ア
、
劉
稀
側
A

椴
関
節
ヲ
想
像
hv
得
u
y
d
p

如
キ
甚
ダ
遅
滞
セ
U
Y

骨
癒
合
航
況
ヲ
呈
セ
M
F

毛
、
術
側
－
一
一
於
－
7

A

正
常
ノ
偲
骨
形
成

ヲ
替
メ

9
0

結

一一一、四

一
例
ニ
於
ア
ハ
、

一
般
ニ
骨
癒
合
機
特
遅
延
サ
レ
、
術
側
及
ピ
封
蒋
側
ニ
其
ノ
所
見
ノ
差
違
ヲ
認
メ
難
シ
。

第
品
少
晶
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字

埜
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O
七
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第
家
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R
e
s
u
m
e
 

S
i
n
c
e
 
L
e
r
i
c
h
e
 
a
n
n
o
u
c
e
d
 
his 
periarte1

泊
l
s
y
m
p
a
t
h
e
c
t
o
m
y
,
 
this 
n
e
w
 m
e
t
h
o
d
 in 
surgical 

t
r
e
a
t
m
e
n
t
 
h
a
s
 
increasingly 

a
p
p
e
a
r
e
d
 
t.o
 h
a
v
e
 close 
connection 

w
i
t
h
 
the 
recovering process 

of m
a
n
y
 diseases. 

A
 
large 
n
u
m
b
e
r
 
of 
investigators, 

b
o
t
h
 
E
a
s
t
 
ancl 
W
e
s
t
,
 
h
a
v
e
 
m
a
d
e
 research 

in 
the 
m
a
t
t
e
r
 ;
 an
d
 the 
true 
w
o
r
t
h
 of 

t
h
e
 
s
y
m
p
a
t
h
e
c
t
o
m
y
 is 
gradually b

e
i
n
g
 
recognised. 

K
a
p
p
i
s
 
(1923), 

R
u
b
a
s
c
h
6
w
 
(
1
9
2
4
)
 
a
n
d
 
R
i
e
d
e
r
 (
1
9
2
4
)
 
o
p
e
r
a
t
e
d
 
o
n
 m
a
n
 a
n
d
 
M
a
i
r
a
n
o
 (1
9
23) 
m
a
d
e
 e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
 
o
n
 

a
n
i
m
a
l
s
 
to 
see 
t
h
e
 
effect 
of the 
s
y
m
p
a
t
h
e
c
t
o
m
y
 
in 
the 
treatment 

of fracture :
 bu
t
 their 
results 
w
e
r
e
 not 
in 
h
a
r
m
o
n
y
.
 

・.'''.'
S
o
 
w
e
 
p
r
o
p
o
s
e
 
to 
give 
th
e
 result 
of 
o
u
r
 
investigation. 

w
h
i
c
h
 
w
e
 
h
a
v
e
 
m
a
d
e
 
o
n
 
d
o
g
s
 
o
n
 
t
h
e
 
influence 

of 

p
er
iarterial 

s
y
m
p
a
t
h
e
c
t
o
m
y
 o
n
 consolidation 

of fracture
.
 E
x
p
e
r
i
m
e
n
t
s
 
w
e
r
e
 
m
a
d
e
 o
n
 thirteen 

y
o
u
n
g
 d
o
g
s
.
 

First 
d
e
n
u
d
i
n
g
 the 
outer 
wall 
of 
the 
left 
arteria 
femoralis, 

a
c
c
o
r
d
i
n
g
 
to 
L
e
r
i
c
h
e’s
 m
e
t
h
o
d
,
 at 
S
c
a
r
p
a
’s
 triangles 

to 
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0
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th
e
 le
n
g
t
h
 
of about 

2
 c
m
亘
．
，
川
】
the
3
 rd 
o
r
 4t
h
 
d
a
y
 
aft
e
r
 th
ピ
preparing

operation
,
 th
e
 right 
a
n
d
 
left 
fibla5 
w
e
n
!
 

S
）
・mmetrically

fractt
川
町
i，一一
the
right 
being 
the 
contorol 

side
.
 

A
t
 
various 
dates 
after 
:h
e
 fracture, 

a
 comparative 

st11dy 
w
e
r
e
 m
a
d
e
 of 
the 
right 
a
n
d
 left 
fiblas 
b
y
 macroscopical, 

histological 
a
n
d
 partly 
radiographical 

observation. 

T
h
e
 result 
of 
o
ur 
e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
s
 m
a
y
 b
e
 
c
o
n
c
l
u
d
e
d
 
as 
following

：ー

1) 
I
n
 
six 
instances 

(experiments 
1-6), 
the 
g
r
o
w
t
h
 
of 
osteoblastens 

a
n
d
 
especially 

n
e
w
-
g
r
o
w
t
h
,
 Dilatation 

of blood
司vessels
a
n
d
 h
y
p
e
r
a
e
m
i
a
 
w
e
r
e
 observed 

m
o
r
e
 distinctly 

o
n
 the 
operating 

side 
t
h
a
n
 
o
n
 the 
control 
side
.
 

2) 
In 
five 
cases 
(experiments 

8
-
1
 I
 a
n
d
 
13), 
the 
regeneration 

of the 
textur 
of 
the 
b
o
n
e
 processed 

m
o
r
e
 actively 

a
n
d
 quickly 

o
n
 the 
operating 

side 
t
h
a
n
 
o
n
 the 
opposite 

side. 

3) 
O
n
 the 
contorol 

side 
in 
o
n
l
y
 
o
n
e
 
case 
(experiment 

7). 
the 
process 

of 
consolidation 

w
a
s
 
so 
s
l
o
w
 
that 

histological 
observation 

s
h
o
w
e
d
 a
n
 imaginable 

pseudoarthrosis, 
while 
the 
regeneration 

processed 
n
o
r
m
a
l
l
y
 
o
n
 
the 
side 

operated 
upon. 

4) 
In 
case 
of 
e
x
ド
er

w
a
s
 observed 

bet¥
凡，e
e
n
the 
right 
a
n
d
 
left 
side. 

5) 
In 
short, 
w
e
 
c
a
n
 
s
a
y
 
that 
the 
pe1
匂
rterial
s
y
m
p
a
t
h
e
c
t
o
m
y
 
b
r
o
u
g
h
t
 
a
b
o
u
t
 
a
 p
r
o
m
o
t
i
v
e
 
process 

for 
the 

consolidation 
of fractur

e
.
 


